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研究の背景

・国際的な取り組みが行われている温室効果ガス、特に二酸化炭
素（CO）は人間活動によって増大していると考えられている0

・しかし、 国別、排出源別にCO2の排出量を示すデータが整備さ
れていない

－経済発展の著しい東アジアを
はじめとする途上国においては、
統計データの空白地帯もある。
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証~宜呈

・特に、人間活動のバロメータとも言えるのが電力消費で、
この電力消費はCO2の排出を増大させる。
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電力消費に起因するCO2排出量を推定する手法を開発し、

国別 ・地域別にCO2排出量を推定し、データ未整備の園、

地域のデータ整備に資することを目的とする。
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使用データ（DMSP/OLS-VIS)

・ NGOCでFineモードから生成、提供された分解能lkmのデータ

・1999年の1年間（Iシーン／日、 365シーン）

・解析対象領域
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・人工光（定常光）の抽出法の開発

・定常光の光カ（輝度値）飽和の補正手法の側宛

．定常光の光カと電力消費量の関係

・定常光の光カと官Eカ消費に起因するco，の排出盆の関係

人工光（定常光）の抽出法の開発

• IOday 

→NRF (Noise Reduction Filter）は、植生などの持つ周期性に
着目して、被雲や被雲による陰の影響を除去することを
目的に開発したフィノレタ。



DMSP/OLS nighttime observation data 
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NRF処理画像
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国土数値情報の建物用地を基準にした比較

NRF処理副0・

NRF Jヒメッ ν~データの合成

Deltaic Model(DM) 
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定常光の光カと電力消費に釘因するco，の排出量の関係

．電力事業者単位にco，排出量の算定を行う。
→算定式地球i温暖化対策地域推進計画策定ガイ ドライン （環境省，20C3)

G, ＝に－ρ
Where: 

G ,・ CO' emission vofun抽 （＞g)

e_. Electric power consumption 
ρ CO' emission coefficient（且375at Ja同n)

The con田 ptof Deltaic Model 
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求める。
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電力事業者Jll)C02排出量と光力の関係
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主よ主主

行政界単位の電力消費量と光カの関係
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行政界単位のCO2排出量と光力の関係

韓国 中国
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・ World Data Bank(2003）の国別統計によると 1999年の日本の
co，総排出量はI,155.SMtonsであった。

・本研究で得られた l次回帰式をCO2排出量推定式として、
co，排出（火力発電起因）を推定すると313.1Mtonsとなり、
総排出量に対して約27.1%となる。

・この構成比は環境省が公表している1999年の転換エネノレギ一
部門のco，排出量、約30.9%にほぼ一致している。

・ CO2排出量と光力の相関係数は、日本より韓国、隣国より
中国の方が高し、値を示した。

・ IEA (2002）の統計によれば、 l次エネルギーに占める石炭、
石炭の割合は日本68.4%、韓国75.3%、中国76.8%で、その

構成比の大きい園、地域ほど高い相闘を示した。

全盆旦宜直
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・適用地域の拡大

ーグローパノレデータセットの作成

－光力飽和補正手法の改修
-ON値が飽和した画素が占める審l合の多い地域の
光力補正

・電力消費に起因するCO2排出量の全球レベルでの推定

1999年の！Odays-MVC ( 1月1日～10日）画像

1999年の定常光画像
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